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今年度の表紙のテーマは、
「四日市の文化財」です。

■問い合わせ先 広報広聴課
（緯354－8244 胃354－3974）

徳川三代将軍家光の頃、水沢の地
は水利が悪く、農民は非常に苦労を
していました。そこで、当時の村名

むら な

主（庄屋）の辻
ぬし

久
きゅう

善が苦難の末、
ぜん

灌漑
かんがい

の工事を行い（瀬戸用水）、農地を潤
したそうです。お諏訪おどりは、こ
の功績に対して、村人が感謝の気持
ちを込めて踊り始めたといわれて
います。

頭に花笠を被り、胸に締め太鼓を
付け、手にバチを持って 人の踊り6
子が旋回しながら踊ります。踊りな
がら跳躍する独特な動きが特徴です。
その周りには笛やほら貝と歌い手が
つきます。
現在では、毎年 月31日に、足見

あし み

7
田神社で水まつりの一部として行わ
だ

れています。

市内各地で開催されたイベントなどを写真と文章で紹介するコーナーです。

北部児童館フェスティバル
（10月18日 富洲原地区）
創立50周年の記念イベントが
開催され、工作やアートバルーン、
ソーランクラブの発表など、たくさんの楽しい催しが行わ
れました。
晴天にも恵まれ、会場は多くの参加者でにぎわいました。

お木曳き（10月12日 神前地区）
き ひ

伊勢神宮の式年遷宮の翌年に、
せんぐう

鳥居の古材をもらい受け、神前神社へ
運び込む「お木曳き」の行事が行われました。 台の台車4
が高角町内を練り歩いた後、神社へ勇壮に曳き上げられま
した。20年に 度のおめでたい行事で、古材は神社の鳥居1
として組み上げられます。

「まるごと四日市」
のサイト

広報紙で動画を見よう

●この「こにゅうどうくん」のイラストや表紙
の「広報よっかいち」のロゴにスマート
フォンなどをかざせば動画が見られます

四日市市の
ゆるキャラ®

「こにゅうどうくん」

下のQRコードを読み取って、
オリジナルアプリ「まるごと四日
市」のサイトにアクセスしてね！

11月下旬号12ページ「第 回体育協1
会スポーツ絵画コンクール」の体育協会
の電話番号を「緯345−4511」と記載しま
したが、「緯345−4111」の間違いでした。
お詫びして訂正します。

掲載記事の訂正




